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An Idea to Implement Liberal Arts Education in Universities: 
Use of Jinjo Shogaku / Kokumin Gakko Language Textbook
 On 21 February, 2002, Central Council for Education released a report entitled 
‘On the Way the Liberal Arts Education in the New Era Should be.’ Written over eighteen 
years ago now, the proposals made in the report are still valid. The comment is still true 
that each university is strongly asked to develop human resources who can see things with 
broad perspective and make a precise judgment with high ethics. In the report there are four 
viewpoints to carry out liberal arts education. They are: 1) to produce exciting and provocative 
classes through curriculum change and/or teaching method improvement; 2) to build up a 
system to promote positive action of the university and faculty; 3) to establish a responsible 
implementation system of liberal arts education in each university; 4) to promote students’ 
exchange with the society and the foreign cultures. They are all ambitious plans.
 This article, though, proposes the fifth concrete and ambitious plan to carry out liberal 
arts education in universities. It insists that universities should make use of the ‘Jinjo-elementary 
School’s Language Textbook or ‘Kokumin School’s Language Textbook.’ The reason being 
these prewar elementary school textbooks are optimum to ‘develop human resources who can 
see things with wide perspective and make a precise judgment with high ethics’ mentioned in 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































22 斎　 　孝 則
は徳川家及び江戸百万の民の仕合せ、これは申すまでもござりませぬ。何分今一応のご評議
を推してお願い申す次第でござります。」
　西郷はしばらくじっと考えていたが、
　「よろしい。とにかく明日の総攻撃見合わせの一事だけは、拙者一命にかけてお引受け申
します。その余のことは拙者の一存にはまいりませぬから、追っての沙汰をお待ちください。」
　やがて安芳は西郷に見送られて門を出た。
　警衛の兵士らは安芳の姿を見ると一時に押し寄せて来たが、西郷が後に続いている
　のを見て、一同恭しく捧げ銃の礼をした。安芳は自分の胸を指さして、
　「次第によっては、或いは君らの銃先にかかって死ぬかも知れぬ。よくこの胸を見覚えて
おいてくれ。」
　といいながら、西郷と顔を見合わせてにっこり笑った。（130‒131）
　この文章の場合、「２―３　我が国の伝統や文化，歴史等に対する理解」に当てはまるこ
とは見やすいが、「１―４　より良い新しい時代の創造に向かって行動することができる力」
を養うのに良い素材であろう。人によっては勝と西郷のやり取りから「２―５　互いに尊重
し合うことのできる資質・態度」を学ぶかもしれないし、勝海舟の最後の台詞から（答申の
５つの要素には書かれていないが）「余裕とユーモアの大切さ」を感じ取るかもしれない。
　以上、新しい時代の大学における教養教育の具体的方策として、国語読本の活用が有効で
あることを多くの引用を用いて詳細に説明し、証明してきた。主観的な説明に偏らぬよう、
中央教育審議会の「新しい時代における教養教育の在り方について（答申）」が重視する５
つの要素を説明の中心に据えた。一方で、説明を行う過程で５つの要素に加え、ユーモアや
機智という新しい時代における教養教育の第６の要素を提案した。それは中央教育審議会の
答申から一歩も出ないのも情けないということもあったが、実は国語読本の文章の中にたく
さん一口話のようなユーモラスな文章があったからである。
　戦前の教科書などと言うと、WGIPの影響の色濃く残る日本では初めから相手にされない
かもしれないが、この素晴らしい宝庫に少しでも脚光が当たることを期待したい。
1 新しい時代における教養教育の在り方について（答申）
 www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/020203/020203a.htm#02
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3 文部省（1928）．尋常小學國語讀本 巻三　日本書籍
4 文部省（1928）．尋常小學國語讀本 巻四　日本書籍
5 文部省（1931）．尋常小學國語讀本 巻五　日本書籍
6 文部省（1932）．尋常小學國語讀本 巻六　日本書籍
7 文部省（1931）．尋常小學國語讀本 巻七　日本書籍
8 文部省（1933）．尋常小學國語讀本 巻八　日本書籍
9 文部省（1929）．尋常小學國語讀本 巻九　日本書籍
10 文部省（1929）．尋常小學國語讀本 巻十　日本書籍
11 文部省（1929）．尋常小學國語讀本 巻十一　日本書籍
12 文部省（1931）．尋常小學國語讀本 巻十二　日本書籍
